
熊野川堆積土砂除去の取り組み状況

区間
除去全体予

定量

（万m3）

H23 H24 H25 H26 H27 H28～

⓪河口～相賀 熊野川 400

①相賀～宮井

熊野川 16

支 川 11

※河川管理者等が連携してさらなる堆積土砂の除去及び民間による砂利採取を調整中。

②宮井～二津野ダム
熊野川 145

支 川 8

③二津野ダム上流
熊野川 173

支 川 39

④宮井～小森ダム
北山川 －

支 川 1.2

⑤小森ダム上流
北山川 9

支 川 4

除去スケジュール

（ダム管理区間は除く）

※ ➀の区間以外においても各県独自に民間による砂利採取の適用について実施もしくは調整が進められている区間がある。
※ 除去予定量は現時点での値であり、変動する可能性がある。

資料－１ 【河川部】

北
山
川

十
津
川

熊
野
川

河口

区間③

熊野川 173 万m3

（173 万m3）

支 川 39 万m3

（39 万m3）

区間②

熊野川 145 万m3

（90.3万m3）

支 川 8 万m3

（ 8 万m3）

区間①

熊野川 16  万m3

（13.8万m3）

支 川 11  万m3

（9.3万m3）

区間④

北山川 ー 万m3

支 川 1.2 万m3

（1.2 万m3）

区間⑤

北山川 9 万m3

（9 万m3）

支 川 4 万m3

（2.9万m3）

区間名

本川 除去予定量

（H26年度末迄除去量）

支川 除去予定量

（H26年度末迄除去量）

区間名

本川 除去予定量

（H26年度末迄除去量）

支川 除去予定量

（H26年度末迄除去量）

凡例

区間⓪

熊野川 400 万m3

（135.6万m3）

（ダム管理区間は除く）

熊野川堆積土砂除去の取り組み状況

H26.11末時点

板屋川



近畿地方整備局
熊野川（直轄上流端～北山川合流点）における堆積土砂の対応状況

1

日足地区(20k)

H26.11末時点

和歌山県(11k)
・砂利採取(3万m3予定/5年間[H25～H29])
・H26.8月：約0.3万m3採取許可

和歌山県(20k)
・河道掘削(1.9万m3)
・H25.9月～H25.11月

和歌山県(19k)
・河道掘削(4.7万m3)
・H25.7月～H25.9月

三重県(12k)
・砂利採取(0.5万m3)
・H26.1月～H26.4月

三重県(12k)
・砂利採取継続の調整中

和歌山県(17k～18k)
・河道掘削(5万m3)
・H26.12月～H27.3月 三重県(17k)

・河道掘削(1万m3)
・H26.12月～H27.3月



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

激特事業等の実施状況について

近畿地方整備局

紀南河川国道事務所

資料１【紀南河川国道】



1

※工程は予算年度による

熊野川激特事業等工程

工事内容 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

激
特
事
業

掘削工

築堤工

排水機場耐水化

橋梁対策

災
害
事
業

河川管理施設復旧

熊野川護岸 等

相野谷川輪中堤嵩上げ 等

改
修
事
業

矢渕地区高潮堤

あけぼの地区高潮堤

水門・樋門耐震対策

光ファイバ・ＣＣＴＶ設置
（津波・浸水対策）

根固め工含む

堤防補強含む

ＪＲ熊野川橋梁
新熊野大橋の補強



三 重 県

紀 宝 町

新 宮 市

和 歌 山 県

河道掘削

H25迄

2

熊野川激特事業実施状況（河道掘削）

H26

H27以降

13万㎥

27万㎥

96万㎥



【リクレーマー船】 掘削土砂の揚土状況 3

熊野川激特事業実施状況（河道掘削）

【バックホウ浚渫船】 河道掘削状況

位置図

矢渕地区
あけぼの地区

【グラブ浚渫船】 河道掘削状況

Ｈ２５年度まで ：約４０万㎥
Ｈ２６年度（11月末現在） ：約４７万㎥

掘削状況

H25年10月より稼働

【水中ブル】 河道掘削状況

H26年10月より稼働

H26年10月より稼働

H26年7月より稼働



4

七里御浜（鵜殿海岸）土砂搬入概要

標準断面図（鵜殿海岸）

▽+2.500

TP+0.00

袋詰根固め

熊野川掘削土砂

潜堤海岸堤防 ▽-1.000

自然石

H26 5.9 撮影

H26 5.9 撮影

鵜殿海岸

H26 12.17 撮影



5

紀宝町深田運動場復旧状況

熊野新聞（平成25年12月7日） 熊野新聞（平成26年12月5日）

施工前

紀宝町
深田運動場

施工後



6

砂利採取事業者による土砂搬出

H25/10/22
河川法第25条及び砂利採取法第16条
許可及び認可
（鷲熊砂利生産販売協同組合）
・H25/10/28 砂利採取事業者 搬出開始

現時点の状況

◆土石採取場所

土石採取場所（三重県南牟婁郡紀宝町鵜殿地先から成川）

土石採取場所（和歌山県新宮市あけぼの）

土石採取場所（三重県南牟婁郡紀宝町鮒田）

土石採取場所（和歌山県新宮市新宮）

国
道
42
号和歌山県

新宮市

三重県
紀宝町

熊野灘

※採取は、河川管理者が土石採取場所に仮置した掘削土石を土石採取者に採取させるものです。

・土石採取事業者 ：鷲熊砂利生産販売協同組合（紀宝町鮒田）
代表理事 岡本 一彦

※今回の許可・認可
・土石採取量 ：32万m3（現在までの許可総量）
・許可及び認可期間 ：平成25年10月22日～平成27年3月2日

（当初許可日平成25年10月22日）

しゅうゆう

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 全 体

予定土石量 30万m3 70万m3 50万m3 50万m3 200万m3

実績数量 12万m3 18万m3

実績数量は平成２６年１１月末時点

土砂採取場所（和歌山県新宮市新宮）



堆積土砂対応の状況について

奈良県県土マネジメント部河川課

平成26年12月

kk235021
テキストボックス
資料１【奈良】



１

熊野川

①熊野川（天川村坪内）

②熊野川（五條市大塔町宇井）

⑤川原樋川

（五條市大塔町清水）

③熊野川（十津川村宇宮原）

④熊野川（十津川村野尻）

⑥神納川

（十津川村内野～杉清）

九尾ダム猿谷ダム
風屋ダム

二津野ダム⑦山手川

（十津川村山手）

⑧北山川

（下北山村下池原）

九尾ダム（関西電力）

二津野ダム（電源開発）

熊野川本川熊野川本川熊野川本川熊野川本川

支川支川支川支川

ダムダムダムダム

完了箇所完了箇所完了箇所完了箇所

風屋ダム（電源開発）

１．堆積土砂撤去の進捗状況

全体図 Ｎ

施工箇所施工箇所施工箇所施工箇所

（奈良県・電源開発・関西電力・国土交通省）



２

堆積土砂撤去 工程表（奈良県施行分）

川原樋川
大塔町

清水
（かわらびがわ）
神納川

北山川

十津川村

内野～杉清

山手川

十津川村

山手

下北山村

下池原

（うちの） （すぎせ）（やまて）（かんのがわ）（やまてがわ） ４万m3９万m3

(台風18号分12万m3)

完了

完了

完了

完了

完了

完了

河川名 箇所 撤去土砂量 H23 H24 H25 H26

６万m3１４万m3２１万m3

８万m3４７万m3１１２万m3熊野川

大塔町

宇井

天川村

坪内

十津川村

野尻

十津川村

宇宮原

（うい）（つぼのうち）
（うぐはら）（のじり）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

全体 85% 100%

（H25台風18号分は除く）

H27

完了

完了(台風18号分24万m3)
平成27年度

完了予定

平成27年度

完了予定



長殿谷：国交省

テラ谷：林野庁

濁谷：林野庁

大崩れ：県

③熊野川（十津川村宇宮原）

Ｈ２５台風１８号によるＨ２５台風１８号によるＨ２５台風１８号によるＨ２５台風１８号による

堆積土砂堆積土砂堆積土砂堆積土砂

３

河川堆積土砂

掘削範囲

台風18号による

掘削範囲



⑥神納川（十津川村内野～杉清）

神納川

小井谷：林野庁

三田谷：林野庁

五百瀬２：林野庁

Ｈ２５台風１８号によるＨ２５台風１８号によるＨ２５台風１８号によるＨ２５台風１８号による

堆積土砂堆積土砂堆積土砂堆積土砂

４

河川堆積土砂

掘削範囲

台風18号による

掘削範囲



①①①①
②②②②

⑨⑨⑨⑨
④④④④

⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥

⑦⑦⑦⑦

国
県

管
理

区
間

境

奈
良

県
境

河道内堆積土砂対応状況【和歌山県】河道内堆積土砂対応状況【和歌山県】河道内堆積土砂対応状況【和歌山県】河道内堆積土砂対応状況【和歌山県】 平成２６年１２月現在

⑧⑧⑧⑧

約
４３０万

ｍ
３

③③③③

⑩⑩⑩⑩本宮地区 土砂撤去

・水
面

上
0.5m以

上
の

堆
積

土
砂

量

・三
重

県
側

の
堆

積
土

砂
（約

110万
ｍ ３

）も
含

む

⑪⑪⑪⑪

請川地区 土砂撤去

本宮

三重県管理

和歌山県管理
熊
野
灘

新宮市街地

国直轄区間
(約470万m3）

日足

北
山

川

大
塔

川

堆積土砂 約115万m3（撤去見込み約0.5万m3）

堆積土砂 約45万m3（撤去見込み約15万m3） 堆積土砂 約270万m3
（撤去見込み 約154万m3）

和歌山県管理 奈良県管理

十津川

注：堆積土砂量は、水面上０．５ｍ以上の堆積土砂量であり、

台風12号で堆積した土砂量とは異なる。

土砂撤去状況
ＮＯ 河川名 工事名 実施主体 H24まで H25掘削量 H26掘削予定量 総掘削量 計画年度
① 熊野川 田辺市 本宮地区 水防災 県 約　11万㎥ 約　 5万㎥ 約　10万㎥ 約　40万㎥ ～H28
② 熊野川 田辺市 請川地区 ２０条工事市 約　15万㎥ 約　15万㎥ 約　14万㎥ 約　44万㎥ H24～H26
③ 熊野川 新宮市 東敷屋 一般採取 民間 約　 2万㎥ － － 約　 2万㎥ ～H24
④ 音無川 田辺市 一本松地区 国災 県 約　 1万㎥ － － 約　 1万㎥ 完了
⑤ 大塔川 田辺市 川湯地区 県災 県 約　 6万㎥ － － 約　 6万㎥ 完了
⑥ 篠尾川 新宮市 西敷屋 県災 県 約　 1万㎥ － － 約　 1万㎥ 完了
⑦ 熊野川 新宮市 日足地区 推進費 県 － 約　 7万㎥ － 約　 7万㎥ H24繰
⑧ 熊野川 田辺市 大居地区 推進費 県 － 約　20万㎥ － 約　20万㎥ H24繰
⑨ 熊野川 新宮市 東敷屋 一般採取 民間 － 約　 5万㎥ 約　1万㎥ 約　40万㎥ 概ね5年間
⑩ 熊野川 新宮市 相賀 一般採取 民間 － － 約0.3万㎥ 約　　3万㎥ 概ね5年間
⑪ 熊野川 新宮市 日足地区 推進費 県 － － 約　5万㎥ 約　　5万㎥ H26

合計 約　36万㎥ 約　52万㎥ 約　30万㎥ 約 169万㎥

地区名

kk235021
テキストボックス
資料１【和歌山】



                                          

大又川 
寺谷地区 

大又川 
桃崎地区 

小又川 

雨
う

東谷
と だ に

 

桑
く わ

谷
た に

川
か わ

 

大又川 
湯谷地区 

大又川 
野口地区 

大又川 
飛鳥地区 

平成 25 年度の対応 

１． 熊野川支川堆積土砂撤去 約 44,100 ㎥ 

２． 熊野川本川浅里地区で、約 5,100 ㎥の砂利採取を実施 

３． 砂防事業による河川への土砂流出抑止 

(6 渓流で事業実施中 うち宇田口ノ谷完成) 

４． 熊野川浅里地先に水位計を設置 

北の谷 

新宮川水系の治水対策対応状況【三重県】H26.12.25 

量水標設置 

量水標設置 

北檜杖 

小船 

平成 26 年度の対応 

１．熊野川支川堆積土砂撤去 約 7,300 ㎥ 

２．熊野川本川浅里地区で、砂利採取について調整中 

３．砂防事業による河川への土砂流出抑止 

(5 渓流で事業実施中 うちジャングの谷、北の谷完成予定) 

４．熊野川浅里地先に設置した水位計による水位観測の実施 

５．量水標を順次設置予定（熊野川北檜杖、浅里、和気、小船） 

６．災害対策等緊急事業推進費による土砂撤去予定 約 10,000 ㎥ 

河床掘削（～H25） 
河床掘削（H26 予定） 
河床掘削（予定） 
量水標設置（予定） 

水位計 

水位計設置（H25 完了） 
砂防工事（H25 完了） 
砂防工事（施工中） 

砂利採取予定 

板屋川 
矢倉川 
 

ナベラ川 
 入谷川 

 
跡田川 
 

宇田口川 
 

相野谷川 
 

相野川 
平尾井地区 

宇田口ノ谷 
 ジャングの谷 

 

郷
ご う

原
ら

川
か わ

 

那智川 

湯の谷川 
 

大和田川 
大和田川 

西ノ谷川 
 

相野川 
井内地区 

野添川 
量水標設置 

H26 土砂撤去 

H26 土砂撤去 

量水標設置 

災害対策等緊急事業推進費

による土砂撤去予定箇所 

災害対策等緊急事業 

推進費申請箇所 

資料１【三重】 



川迫ダム

九尾ダム

瀬戸ダム

旭ダム

奥吉野発電所

川合発電所

和田発電所

関西電力の熊野川流域ダム位置図と堆砂量 1

Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 差(H25-H24)

川迫ダム 913 921 940 19

九尾ダム 879 841 824 -17

旭ダム 1,062 1,026 1,032 6

瀬戸ダム 308 337 357 20

堆砂量（千m3）

kk235021
テキストボックス
資料１【関西電力】



川迫ダム、九尾ダムの堆砂状況 2

川迫ダムの堆砂量と除去量
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0

20

40

60

80

100

堆
砂
率
（
％
）

堆砂量 除去量 堆砂率

九尾ダムの堆砂量と除去量

3 14 15 7 11 7 2 7 7 1

55

3 10 5 15

256

-4 -4 -7 -6 -3 -5

26 -5 -9 -1 -8
-14

-2

-26

-17

0 0 0 0
-20 -15 -10 -10 -10 -9 -9 -9 0 0 0 0 -11 -9

77 74 72

44.2 50.2 54.4
53 55

-30
0

30
60
90

120
150
180
210
240
270

S
6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

年 度

土
砂
量
（
千

m
3
）

0

20

40

60

80

100

堆
砂
率
（
％
）

堆砂量 除去量 堆砂率

・Ｓ６３年～Ｈ２２年までの平均堆砂量Ｖ≒５．３千㎥（Ｈ１６の台風除くと平均堆砂量Ｖ≒３．１千㎥）

-38

-55 -62



九尾ダムの堆砂状況

九尾ダム

No.0
No.1

No.2
No.3

No.4

No.5

No.6

No.7

No.9

No.8 No.10

No.11

No.12

No.13
No.14 No.15a

No.16

No.17

No18.

No.19

No.20
No.21

No.22a
No.22

No.22b

No.23
No.24

坪

内

谷

九尾ダムから約０．８km
冷水地点崩落箇所  9/4 13 :00頃

九尾ダムから約１．８km
芦の瀬谷地点崩落箇所  9/3 22 :30頃

合流点から約０．３km
坪内谷地点崩落箇所  9/4 8 :00頃

土
砂
ダ
ム

No.15b

No.15

： 土砂ダム発生前

： 土砂ダム発生後

浸水範囲

冷水

坪ノ内谷

（国）河道開削

芦ノ瀬上流≒４２千㎥
（Ｈ２５年度完了）

ダム～冷水間≒１８３千㎥
（Ｈ２５年度開始:工事中）

≒３２千㎥≒３２千㎥≒３２千㎥

坪ノ内～芦ノ瀬間≒３３千㎥
（Ｈ２５年度完了）

芦ノ瀬谷

3

堆砂量はＨ２３の当初堆砂量



〔 九尾ダム上流（No.7断面付近） 〕

着 工 前 （撮影H26.4.1）

弁天橋

土砂除去写真 （H26上期） 4

完 了 （撮影H26.6.14）



平成 26年 12月 25日 

第 6回 熊野川の総合的な治水対策協議会 

電源開発株式会社 

西日本支店 

堆積土砂の対応状況について（ダム 電源開発(株)西日本支店） 

 

十津川筋（風屋貯水池・二津野調整池）堆砂処理計画・実績 

(単位：千 m3) 

処理地点 平成 23年度実績 平成 24年度実績 平成 25年度実績 
平成 26年度 

備考 
計画 実績※2 

風屋貯水池  0 189 138 100  71 神納川 

二津野調整池 92 395 270※1 200 160 本川、西川他 

計 

(進捗率) 
92 584 408 300 

232 

(77％) 
 

※1 浚渫試験施工分 5千 m3を含む 

※2 平成 26年 11月末時点実績（四捨五入の関係で計が一致しない場合がある） 

 

北山川筋（池原貯水池）堆砂処理計画・実績 

(単位：千 m3) 

処理地点 平成 23年度実績 平成 24年度実績 平成 25年度実績 
平成 26年度 

備考 
計画 実績 

池原貯水池 

（進捗率） 
20 20 4 7.2 

0 

(0％) 

本川背水終端部 

平成 27年 1月着工予定 

 

kk235021
テキストボックス
資料1【電源開発】



　

平成26年度　十津川筋（風屋貯水池・二津野調整池）堆砂排除計画・実績

二津野ダム

風屋ダム

0 5km

川津土捨場

中串土捨場

（国道425号
80～100台/日）

折立地点【中串土捨場・川津土捨場・砂利採取】

排除計画量：12万m3

西川地点【中串土捨場】

排除計画量：上湯川と合わせ8万m3

（中串捷水路事業分3.3万m3を含む）

神納川地点【湖内運搬】

排除計画量：10万m3

西川河中道路
（中串～出合橋）

河中道路
（折立～藤村建設㈱横)

湖内河中道路運搬
（公道運搬無し）

国道168号

（折立～川津、折立～上野地）

（合算150台/日）

折立（国道168号）～西川（国道425号）～（河中道路）

（実施の場合は都度協議）

折立～芦廼瀬（砂利協ﾌﾟﾗﾝﾄ）

（30台/日）

上湯川地点【中串土捨場】

排除計画量：検討中

風屋貯水池 推定年間流入堆砂量

平成23年：約300万m3※

平成24年：約100万m3

平成25年：約80万m3

※風屋貯水池上流域は、土砂ダムの警戒区域に指

定されていたため、測量未実施の箇所がある。

二津野調整池推定年間流入堆砂量

平成23年：約100万m3

平成24年：約45万m3

平成25年：約50万m3

折立～上野地

(砂利協ﾌﾟﾗﾝﾄ）

西川合流部【湖内移送】

（公道運搬無し）

県道735号 龍神十津川線
80～100台/日

平成26年度排除計画・実績（平成26年11月30日現在）

計画※1 実績※2

神納川 100 71 湖内運搬

小計 100 71

折立 120 112 土捨場運搬（川津）、砂利採取

西川・上湯川 80 48 土捨場運搬（中串）

小計 200 160

合計 300 232

（進捗率） （ 77% ）

※1 出水および河中道路補修に伴う工事中断リスクを考慮した数量であり、出水、河中道路の状況等を踏まえ、排除数量の増量を検討

※2 ダンプトラック１台当りの積載数量と運搬台数等から算出した概算数量（四捨五入の関係で小計、合計が一致しない場合がある）

二津野
調整池

排除地点
排除数量（千m3）

排除方法 備考

風屋
貯水池
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